
ここでちゃん

◆
農
商
工
連
携
推
進

　生
産
者
と
商
工
業
者
等
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
う
た
め
の
交
流
会
の
開
催
や
両

者
が
連
携
し
た
新
商
品
開
発
へ
の
支
援
、

商
品
力
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
育
成
な
ど
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

◆
６
次
産
業
化
推
進

　連
続
講
座
の
開
催
や
専
門
家
の
派
遣

等
に
よ
る
人
材
育
成
を
行
う
ほ
か
、
講

座
の
受
講
生
等
を
対
象
に
、
必
要
な
機

材
導
入
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
６
次
産
業
化
を
推
進
し
ま

す
。

◆
地
産
地
消
推
進

　食
育
と
併
せ
た
仙
台
産
農
産
物
の
認

知
度
向
上
と
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

給
食
の
米
や
野
菜
等
を
ほ
ぼ
仙
台
産
で

ま
か
な
う
「
ま
る
っ
と
仙
台
産
農
産
物

の
日
」
を
市
内
の
一
部
の
小
中
学
校
で

実
施
し
ま
す
。

◆
有
害
鳥
獣
対
策

　防
護
柵
の
設
置
等
の
防
護
対
策
と
合

わ
せ
て
、
狩
猟
免
許
取
得
推
進
補
助
や

地
域
ぐ
る
み
の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
対
策
の

推
進
、
捕
獲
後
の
イ
ノ
シ
シ
保
管
用
冷

凍
庫
設
置
に
よ
る
捕
獲
者
の
負
担
軽
減

な
ど
、
捕
獲
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
農
業
用
施
設
長
寿
命
化
対
策

　経
年
劣
化
や
老
朽
化
が
進
行
し
て
い

る
農
業
用
水
利
施
設
に
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
手
法
を
導
入
し
て
補
修
を
行

う
ほ
か
、
市
域
全
体
の
農
業
用
た
め
池

及
び
取
水
堰
の
長
寿
命
化
対
策
に
向
け

た
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆
仙
台
東
地
区
か
ん
が
い
用
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
利
権
更
新

　大
区
画
化
ほ
場
整
備
が
進
む
仙
台
東

地
区
の
農
地
か
ん
が
い
用
水
を
広
瀬
川

の
愛
宕
堰
よ
り
取
水
す
る
た
め
の
水
利

権
更
新
に
向
け
た
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆
農
業
担
い
手
総
合
支
援

　農
業
経
営
者
の
育
成
及
び
経
営
力
強

化
の
た
め
、
認
定
農
業
者
等
を
対
象
に

経
営
・
財
務
・
労
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
等
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

女
性
農
業
者
育
成
事
業
と
し
て
、
首
都

圏
の
展
示
会
に
出
展
す
る
な
ど
の
商
談

実
習
を
行
い
ま
す
。

◆
経
営
体
育
成

　農
業
法
人
等
の
経
営
改
善
や
販
売
促

進
の
た
め
、
園
芸
作
物
の
試
験
栽
培
や

視
察
・
研
修
に
対
す
る
支
援
及
び
地
域

交
流
や
直
売
市
の
定
期
開
催
に
対
す
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
水
田
フ
ル
活
用
推
進

　農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
、
担

い
手
へ
の
農
用
地
の
集
積
・
集
約
化
を

推
進
す
る
ほ
か
、
低
コ
ス
ト
化
が
期
待

さ
れ
る
水
稲
（
主
食
用
品
種
）
直
播
を

大
規
模
に
取
り
組
む
農
業
者
、
組
織
等

に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
拠
点
施
設
活
用

　平
成
２８
年
度
か
ら
民
間
事
業
者
に
よ

る
運
営
を
開
始
し
た
農
業
園
芸
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
農
業
者
や
就
農
希
望

者
等
を
対
象
に
収
益
性
の
高
い
農
業
に

向
け
た
研
修
事
業
を
行
う
ほ
か
、
収
穫

体
験
や
食
育
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
情
報

発
信
を
行
い
、
農
業
に
対
す
る
理
解
の

促
進
や
地
場
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
図

り
ま
す
。

【
農
政
企
画
課
企
画
調
整
係

２
１
４
‐
８
２
６
５
】

発　行

◆ホームページ（農林水産業ページ） http : / /www.city .sendai . jp /kurashi /shizen/nor insuisan/ index .html
◆Ｅメール  kei008110@city . sendai . jp（農政企画課）
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平
成
29
年
度
農
業
関
係
主
要
事
業
概
要

農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進

農
業
用
施
設
長
寿
命
化

農
業
収
益
向
上
推
進

農
業
経
営
体
育
成
支
援

農
地
保
全
対
策

仙 台 市 農 政 だ よ り平成２９年５月 第 １９４ 号 　⑷

⑴
園
芸
作
物
等
導
入
支
援
事
業

　農
業
経
営
の
新
た
な
主
要
品
目
と

な
る
園
芸
作
物
の
導
入
の
た
め
に
行

う
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
い

ま
す
。

　今
年
度
か
ら
補
助
対
象
を
拡
大
し
、

認
定
農
業
者
及
び
２
年
目
・
３
年
目

の
取
り
組
み
も
支
援
し
ま
す
。

◆
メ
ニ
ュ
ー

①
試
験
栽
培

・
農
業
経
営
の
新
た
な
主
要
品
目
と

な
る
作
物
（
自
家
消
費
用
は
対
象

外
）

・
震
災
以
降
、
販
売
し
た
こ
と
の
な

い
作
物

・
交
付
決
定
か
ら
平
成
３０
年
３
月
末

ま
で
に
定
植
す
る
作
物

②
視
察
・
研
修

・
「
①
試
験
栽
培
」
で
取
り
組
む
作

物
を
生
産
し
て
い
る
先
進
地
へ
の

視
察
又
は
栽
培
技
術
を
学
ぶ
研
修

◆
対
象
者

　仙
台
市
内
に
拠
点
を
置

く
農
地
所
有
適
格
法
人
、
営
農
集
団

（
農
業
者
３
戸
以
上
で
組
織
運
営
す

る
た
め
の
代
表
者
・
規
約
を
定
め
て

い
る
も
の
）、
認
定
農
業
者

◆
補
助
率

　対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
２
年
目
は
３
分
の
１
以
内
、

３
年
目
は
４
分
の
１
以
内
）

◆
対
象
経
費
・
補
助
金
上
限
等

⑵
地
域
交
流
等
促
進
支
援
事
業

◆
メ
ニ
ュ
ー

　組
織
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売

促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

①
交
流
事
業

・
組
織
が
新
た
に
主
催
又
は
参
加
す

る
交
流
事
業
の
実
施
（
収
穫
ま
つ

り
等
）

②
情
報
発
信

・
組
織
の
Ｐ
Ｒ
等
を
目
的
と
し
た
情

報
発
信
の
実
施
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
や
Ｈ
Ｐ
制
作
等
）

③
直
売
市
の
定
期
開
催

・
組
織
で
栽
培
し
た
農
作
物
等
を
直

売
す
る
定
期
的
な
直
売
市
の
実
施

（
年
間
４
回
以
上
開
催
す
る
こ
と
）

◆
対
象
者

　仙
台
市
内
に
拠
点
を
置

く
農
地
所
有
適
格
法
人
、
営
農
集
団

（
農
業
者
３
戸
以
上
で
組
織
運
営
す

る
た
め
の
代
表
者
・
規
約
を
定
め
て

い
る
も
の
）

◆
補
助
率

　対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内

◆
対
象
経
費
・
補
助
金
上
限
等

　支
援
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
業
振
興
課
担
い
手
育
成
係

２
１
４
‐
７
３
２
７
】

　仙
台
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
で
は
、

観
光
果
樹
園
運
営
体
験
を
通
し
た
果

樹
栽
培
や
農
業
の
複
合
経
営
を
学
ぶ

研
修
を
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
平
成
２９
年
度

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期　間

①果樹栽培コース ②複合経営コース

内　容

費　用
募集人数

対　象

平成29年４月～平成30年
３月下旬（全18回を予定）

果樹栽培に関する体験研修
や講習、各地の先進農家の
視察　等

平成29年６月～平成30年
３月上旬（全７回を予定）

ビジネスプランの作成、複合
経営で成功している農家の
講演　等

新たに果樹の栽培を始めた
い方、就農を目指している方

農業を既に営んでいる方、新
たに農業の複合経営を始め
たい方

① 試験栽培

② 視察・研修

・種苗費、肥料費、資材費等
・補助金上限：10万円/品目
以内
・申請上限：年間3品目まで

・交通費、謝金費、講習受講費
・補助金上限：5万円/回以内
・申請上限：年間2回まで

① 交流事業

② 情報発信

③ 直売市の定期開催

▼研修の様子

園
芸
作
物
の
導
入
や
地
域
交
流

事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す

果
樹
栽
培
等
の
研
修
生
を

募
集
し
ま
す
！

　
◆
申
込
方
法

　農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
配
布
す
る
募
集
要
項
に
添
付

の
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
は
運
営
事
業
者
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま

す
。　各

研
修
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
仙
台
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　荒
井
事
業
所

７
６
２
‐
９
６
８
８
】

運営事業者
仙台ターミナルビル㈱
ホームページURL：
http://stbl-fruit-farm.jp/

・会場等借上費、設営費、消耗品等
・補助金上限：10万円/組織  以内
・申請上限：年間1回限り

・ＨＰ等の開設費用、デザイン費等
・補助金上限：20万円/組織  以内
・申請上限：年間1回限り

・人件費（アルバイト代）、消耗品等
・補助金上限：5万円/組織  以内
・申請上限：年間1回限り

50人 10人
1人あたり3,000円／コース 1人あたり3,000円／コース



平成２９年５月⑶ 　第 １９４ 号 仙 台 市 農 政 だ よ り

　平
成
３０
年
度
の
作
付
に
向
け
て
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
、
農

地
の
貸
し
付
け
を
希
望
す
る
方
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　農
地
中
間
管
理
事
業
で
は
、
宮
城

県
農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
社
団

法
人
み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社
）
が
、

農
地
の
貸
付
希
望
者
か
ら
農
地
を
借

り
受
け
て
集
積
し
、
地
域
の
担
い
手

へ
農
地
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

　農
地
へ
の
作
付
を
行
う
予
定
の
な

い
方
や
農
地
の
貸
付
先
が
見
つ
か
ら

な
い
方
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の

活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

①
貸
付
先（
耕
作
者
）の
選
定
は
、
機

構
に
一
任
と
な
り
、
貸
付
先
を
指
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
相
続
登
記
が
完
了
し
て
い
な
い
農

地
は
、
貸
し
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

③
農
地
と
し
て
の
利
用
が
著
し
く
困

難
な
場
合
や
借
受
希
望
者
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
は
、
機
構
が
農
地
を
借

り
受
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
市
外
の
農
地
の
貸
し
付
け
を
希
望

す
る
場
合
は
、
農
地
が
所
在
す
る
市

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
業
振
興
課
担
い
手
育
成
係

２
１
４
‐
７
３
２
７
】

　野
菜
・
花
き
を
生
産
す
る
た
め
の

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
設
置
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
対
象

者
や
内
容
等
に
つ
い
て
は
下
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　今
年
度
に
設
置
予
定
で
補
助
を
希

望
す
る
方
は
、
６
月
５
日（
月
）ま
で

に
事
前
調
査
票（
※
）を
左
記
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
調
査
票
は
左
記
の
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
仙
台
各
営
農
セ
ン
タ
ー
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

【
農
業
振
興
課
担
い
手
育
成
係

２
１
４
‐
７
３
２
７
】

　み
の
り
の
会
は
「
仙
台
市
農
業
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
せ
ん
だ
い
農

楽
校
）」
で
農
業
の
基
礎
を
学
び
、

現
場
実
習
を
重
ね
た
方
々
で
組
織
し

て
い
ま
す
。

　昨
年
修
了
し
た
１３
期
生
１４
名
を
加

え
、
男
性
６１
名
・
女
性
２９
名
の
会
員

が
、
農
業
者
の
皆
様
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、
農
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　２
時
間
程
度
の
作
業
か
ら
長
時
間

の
作
業
ま
で
、
必
要
な
時
に
必
要
な

時
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
利
用
や
費
用

に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
仙
台
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　荒
井
事
業
所

７
６
２
‐
９
６
６
７
】

野
菜・花
き
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

設
置
の
支
援
を
行
い
ま
す

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

す
る
農
地
の
貸
付
希
望
者
を

募
集
し
ま
す

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
を

　
　利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　〜
み
の
り
の
会
よ
り
〜

主な活動内容

対象農地

対 象 者 認定農業者・認定新規就農者、エコファーマー

補強型

第１種施設

第２種施設

間口5ｍ以上・パイプ口径30mm以上・専用ドア付 新築：事業費の1/3以内、2,400円/㎡限度
再築：事業費の1/4以内、1,800円/㎡限度
新築：事業費の1/3以内、2,000円/㎡限度
再築：事業費の1/4以内、1,500円/㎡限度
新築：事業費の1/3以内、1,000円/㎡限度
再築：事業費の1/4以内、750円/㎡限度

間口5ｍ以上・パイプ口径20mm以上・専用ドア付

第１種施設基準以外のもの

施設種類 施設基準 補助率

補助内容

採択基準

仙台市内の農業振興地域内の農地
原則10年以上
①５月１日（月）から５月31日（水）まで
②８月16日（水）から９月15日（金）まで
ＪＡ仙台中央営農センター
　　　　　  電話：022-289-2914
ＪＡ仙台西部営農センター
　　　　　  電話：022-391-0150

貸付期間

受付期間

問い合わせ先
及び

申し込み先

その他

・たい肥づくり、たい肥散布
・野菜の播種、定植、トンネル
掛け、除草、収穫、出荷調製、
袋詰め作業、果菜類の摘芯、
脇芽掻き
・果樹の剪定
・花の収穫、ラッピング作業等
・水稲播種、田植え、堀払い、畦
畔の刈払い、稲刈り、籾摺り
作業等

上記受付期間外でも申し込みは受け
付けていますが、受付期間の最終日を
過ぎたものは次回受付期間分の取扱
いとなります。

・市内に住所を有し、市税を滞納していないこと
・1年度につき農業者1人あたり500㎡を限度とする
・認定農業者・認定新規就農者については、市が認定した計画に基づいて行うものであること
・エコファーマーについては、認定を受けた導入作物の生産に要するものであること
・設置した施設については、園芸施設共済に加入すること
・再築の場合、設置後10年以上経過していること
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　仙
台
東
地
区
の
ほ
場
整
備
で
は
、

大
区
画
化
工
事
完
了
後
に
暗
渠
排
水

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
孔

の
あ
い
た
管
（
有
孔
管
）
と
、
そ
の

上
部
に
籾
殻
を
埋
設
す
る
こ
と
で
水

の
通
り
道
を
作
り
、
水
は
け
を
よ
く

す
る
も
の
で
、
乾
田
化
に
よ
り
大
豆

の
転
作
や
水
稲
直
播
に
も
対
応
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
暗
渠
管
を
利
用
し
た
地
下

水
位
調
節
機
能
に
よ
り
、
農
地
の
地

下
水
位
を
均
一
に
保
つ
こ
と
が
で
き
、

生
育
ム
ラ
が
発
生
し
に
く
く
な
る
な

ど
の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
農
林
土
木
課
ほ
場
整
備
推
進
室

２
１
４
‐
７
３
２
８
】

　今
年
の
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運

動
は
、「
一
人
一
人
の
安
全
意
欲
の

向
上
で
事
故
防
止
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　次
の
項
目
を
確
認
・
実
践
し
、
農

作
業
の
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
休
憩
を
取
り
な
が
ら
無
理
の
な
い

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
駐
停
車
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
が
勝
手

に
動
き
出
し
、
転
落
事
故
な
ど
が
発

生
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
駐
停
車

を
す
る
時
は
、
駐
車
ブ
レ
ー
キ
を
確

実
に
か
け
ま
し
ょ
う
。

◇
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
で
、
ほ
場

か
ら
道
路
に
出
入
り
す
る
際
や
あ
ぜ

越
え
時
に
は
、
必
ず
左
右
ブ
レ
ー
キ

が
連
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

慎
重
な
操
作
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
刈
払
機
の
刈
刃
の
交
換
や
ト
ラ
ク

タ
ー
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
確
認
な
ど
、

機
械
で
の
作
業
を
一
時
中
断
す
る
時

は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
習
慣

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
農
業
振
興
課
生
産
振
興
係

２
１
４
‐
８
３
３
５
】

　鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
除
対

策
を
行
う
際
、
捕
獲
は
防
護
と
並
ん

で
重
要
な
対
策
と
な
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
仙
台
市
農
作
物
有
害

鳥
獣
対
策
協
議
会
で
は
、
受
験
者
用

講
習
会
受
講
料
の
全
額
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　助
成
を
受
け
る
に
は
受
講
申
込
前

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
の
開
始
時
期
や
詳
細
に
つ
い
て
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
平
成
２９
年
度
の
受
験
者
用

講
習
会
及
び
狩
猟
免
許
試
験
の
日
程

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

【
農
業
振
興
課
地
域
支
援
係

２
１
４
‐
８
３
３
４
】

仙
台
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

暗
渠
排
水
で
水
は
け
改
善
！

狩
猟
免
許
（
わ
な
・
銃
）
を

取
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

春
の
農
作
業
安
全
を
心
が
け

ま
し
ょ
う

内　容

受験者用
講習会

（助成対象）

狩猟免許試験
（助成対象外）

（社）宮城県猟友会
（022）276ｰ2481

仙台地方振興事務所
林業振興部
（022）275ｰ9253

7/7（金）

7/8（土）

8/19（土）

8/22（火）

9/12（火）

9/15（金）

10/18（水）

7/22（土）

10/12（木）

宮城県大崎合同庁舎

宮城県クレー射撃場

宮城県仙台合同庁舎

宮城県大崎合同庁舎

宮城県大河原合同庁舎

宮城県登米合同庁舎

宮城県クレー射撃場

9/24（日） 宮城県大河原合同庁舎

柴田町農村環境改善センター
（わなのみ）

8/27（日） 仙台市錦ヶ丘
コミュニティ・センター

宮城県クレー射撃場
（わなのみ）

日　程 会　　場 問い合わせ先

▼暗渠排水埋設状況

↓有孔管

籾殻↓


